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発刊にあたって

本年度は、念願の小迫辻原遺跡が国史跡指定の告示を受けることがで

きました。これを記念して、当委員会では大分県教育委員会と別府大学

との共催で、小迫辻原遺跡のフォーラムを開催し、多く の方々のご参加

をいただきました。

また、埋蔵文化財の調査においても、市内の各所で縄文時代から近世

までの遺跡の調査が相次ぎ、日田市の古代史ばかりか、 日田市の歴史を

考える上で貴重な考古学資料が蓄積されました。

本市での埋蔵文化財の調査は、 年々増加の一途をたどっており 、今後

も多くの遺跡が調査されることは間違いありません。これからも、開発

者への埋蔵文化財への理解を求める と同時に、 遺跡や遺物の公開などを

通して、広く教育 ・文化の発展に寄与したいと考えております。

最後に、この 1年間埋蔵文化財の調査に普及・啓発に、ご指導、 ご協

力賜りました関係者の皆様方に心よりお礼を申しあげます。

平成10年3月

日田市教育委員会

教育長 加藤正俊



例 I=t 

l、本書は、平成8年度にH田市教育委員会が行った埋蔵文化財保護事業の概要を

まとめたものである。

2、本書には、大分県教育委員会が日田市内で行った埋蔵文化財保護事業の一部も

合わせて掲載している。

3、発掘調査における遺物・図面 ・写真類等の資料については、 |三|田市埋蔵文化財

センターにて保管・展示している。

4、受領図書は平成8年4月 l日から平成9年3月31日の聞に日田市教育委員会

に寄贈された書物を掲載し、例せて日田市立博物館あての書物も掲載した。

5、表紙の写真は尾漕2号墳の空中写真、裏表紙は同古墳の主体部の写真を使用した。

また、掲載した写真の一部は、文化財写真家長谷川正美氏によるものである。

6、本書に掲載した図面の作図 ・製図は各担当者が行い、受領図書一覧表の作成で

は黒木千鶴子氏の手をわずらわせた。

了、本書の執筆は I-1を土居、 I-2・3を各調査担当者、 Eを松下が行った。

8、編集は担当者間で協議し、土居があたった。
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I 平成8年度の埋蔵文化財調査事業

1 )平成8年度の埋蔵文化財調査の概要

平成8年度発掘調査等の動向(表1)

バブル崩壊後の経済低迷期にあって、本市には2つの企業の進出が決定した。サッポロビール聞と小久保

製氷鮒の日田工場である。いずれの進出場所も試掘調査を行ったところ遺跡の存在が明らかとなり、口が原

遺跡・葛原遺跡の緊急の発掘調査を実施した。このほか、民間開発では住宅造成やJ古舗建設を主とする事前

申請が多く、住宅造成に伴い馬形遺跡の発掘調査を行い、 6件の試掘・立会調査を実施した。

公共事業では昨年度に引き続き高度総合木材加工団地(ウッドコンビナート)建設に伴う調査が主体となり、

祇園原遺跡・長迫遺跡・尾漕2号墳の発掘調査を実施し、その取付道路に伴う試掘調査もスター卜した。さ

らに、匝|場整備事業も増える傾向にあり、本年度 1件の試掘調査を行ったところ新たに森ノ元遺跡の存在が

明らかとなっている。

平成8年度調査内容の動向(表2・第1図)

旧石器時代遺跡の本格的な調査例はなく、馬形遺跡で三稜尖頭器が出土している。
~ 

縄文時代遺跡の調査では、葛原遺跡において縄文時代後期の長方形プランの竪穴住居跡 l棟が発見されて

いる。市内では2例目となり、 三万田式土器が出土している。このほか、上野第 l遺跡では楕円押型文土器

を含む包含層が確認されている。

弥生時代遺跡の調査では、祇園原遺跡が注目される。弥生時代中期後半から後期中頃の竪穴住居跡24軒、

大型掘立柱建物や高床倉庫などの建物跡9棟などが発掘されている。ほぼこの時期に限られた遺構は、竪穴

住居跡が円形から方形へと変化する過程や、竪穴住居跡と各種建物との配置関係などが明瞭で、この時期の

集落構造を考える上で貴重な資料を提供している。昨年度に話題を集めた吹上遺跡の確認調査も始まった。

墓域の確認を目的とした l年目であったが目的は達せず、J!Ii]期末~中期初めの時期を主体とする生活遺構が

検出されている。

古墳時代遺跡の調査は数例ある。長迫遺跡では沖積地から入り込んだ谷部において後期の集落跡が発見さ

れた。また、口が原遺跡では沖積地との比高差が大きな丘陵平坦部において前期や後期の竪穴住居跡が調査

された。いずれの遺跡もこれまでに調査された集落立地とは異なっており、その立地における集落の在り方

を考える上で興味深い。また、墳墓の調査例として赤迫遺跡や尾漕2号墳の発掘調査がある。前者は丘陵上

に展開する石蓋土憤墓6基で構成される中期 (5世紀)の墳墓群で、鉄万や鉄搬などの副葬品を持ち、人骨

の残りも良好であった。後者は直径25mの円墳であることが確認された。主体部など詳細|は継続される調

査に期待がかかるが、周溝から出土 した土器より前期 (4世紀末~5 世紀初)の築造と推定され、市内でも

数少ない古式の古墳として注目される。

古代遺跡の調査では、馬形遺跡がある。古墳時代後期から奈良時代まで続く集落跡が発掘されているが、

その後平安時代には墓地へと変わる。2基発見された土墳墓は9世紀に営まれたもので、市内ではこの時期

の墓の事例としては初例となる。このほかに、長迫遺跡や口が原遺跡においては、竪穴住居跡などの生活遺

構が発見されている。

中・近世遺跡の調査では、祇園)京遺跡において近世墓57基が調査された。市内では大規模な調査例で、

人骨の残りも良く、今後の鑑定等による埋葬の在り方などの解明が楽しみである。史跡戚宜園跡の調査では

招隠洞建物の発掘が成果をおさめ、次第に私塾戚宜園の様子が判明してきている。



表1 埋蔵文化財の調査件数推移グラフ

50ト
口民間 ① 照会件数

口公共機関 ② 試掘立会件数

③ 発掘確認調査件数 14 

40ー』一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一

30-1-----一一一一H__一一一一一一一一一一一一一18 10 

24 
20_~_ _14 ーー ーーー 15 r-------I 1-------1__1ーー ーー

37 

32 

10-1-ー-1191ーーーーーーー

7 
2715 

①②③①②③  ①②③①②③①②③①②③①②③  

平成元年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度
(1989) (1990) (1991) (1992) (1993) (1994) (1995) (1996) 

表2 平成8年度調査遺跡一覧表

日田市教育委員会

f昏号 込4 湖、 手; Jリ? 干1 士山 前，)j笠W I大| ~VM 査聞がi ~V，'，j j立年月円 Wi 考

(発抑制査・li自i認調査)

低|主l})j(辿跡 大手'j>fltイFFI手:ギオン})j( 団地造成工')1 9，828111' 0403~092 0 

2 赤i!Jj込跡 ノ、:宇北リ同:宇:赤泊 1!1Rf:封l水処flH 1，500111' 0418~06 1 5 

3 自j京jj，'J跡 大半1191寸ーFFI手:葛原 工均建設 3，000m  07 1 2~08 1 0 

4 馬形辿凱; 大手'l'id=JI円手'}奇形 宅地造成 3，785m 0906~03 1 7 

5 尾i¥当2号Jぬ 大手:伝一 l司 | 乎:尾H~j 団地造成エポ 1，800m  0924~033 1 J欠年l立純正統

6 史跡)6X宜l卓|也事 大字問 I，}間半1/'城 史跡~~~1JiH 280111 1 203~033 1 次年以縦続

7 長辿i立跡 ノー字半jFFI字誌i臼 団地造成工")1 9.000m 1 220~0331 次年jよi:縦続

8 口が})j(Jヰ跡 A字 ~:j瀬平卜一本ノ上 工場建設 9，000n1' 021 0~033 1 次年J支縦続

9 I次上!ld跡 大卒小迫字I吹上112 li'(j認:ilM査 15011イ 0304~0328 

(;)J\J.日 ~dloj .ö:.立会制査)

10 2主iXI)il!lp<. 大手:~ji軒r宇:小柑1I 宅地造成 301百 0418 

3 日開j送跡 太平内イ寸問手:白!ltl 工よ易主121没 300111 0618 

11 上町第l泣湖、 人;手:上町:宇:京阪 工局長l!;没 600n1 0712 ~0928 

12 円FFI条毘 1;iWnJ-I子地I天 人;字波竪字|、ii引|子 j古制Ii主主投 240111 1023 

13 1主itlO.iU:i湖、ド先-li;)l!l 大字卜=1111半l}n! 宅地造成 30nプ 1025 

14 制lノ本追跡 太子γrFFJ半総イ人 宅地造成 3011ザ 1030 

15 長者}JTtJldliiル 人;宇内i"J出f*!'T:又 宅地造成 30111 11 05~ 1114 

8 ロカリボj立Jt1J; 大字7FUi軒!宇|、本ノ上 工局主主投 50011ぜ 1 209~0 130 

16 森ノノし辿跡 大字*手l問手:森ノノじ 聞広;幣制Ii 150n1 01 1 O~ O 130 次年}QずIHJiii

17 円問条盟隣核地(品的地|ヌ) ノに:宇:反FFI'宇:rí"hl[J~f 宅地造成 20n1' 0116 

18 、IZ局Jid位n; 大字!'T:宇l問宇:ツキザキ di道主ttJ笠 90n1 0204~02 1 3 次年反発刊日

19 片 Illj単位n; ノに:宇:反円l'宇'，'品1I向 ，，)iJ易核仙Ii -m' 0212 

20 徳 ifllj立跡 大:宇'r行反問字f!tl司!l! 宅地造成 300m 0319 

大分県教育委員会

番号 J!d 世9/; 手「 !リ7 千l il!l 制査 })i(1大l 7川主主 [町 f!.'l ~d o\l:lま年月円 制li 考

(ブモj!iii，ìj，'i) .ö:・ lii在認 ~VM.o:) 

制円ケ|千辿跡 大手:小辿 v;~営住宅使l没 600n1 02 1 2~0323 

2 JJ内j立跡 A字干iJ-l ノくイパス雄投 500111 ~ 

(;)J(j!iii :V，'il査・iL会制:沓)

3 j十111)山肌ト 大宇:小辿 γ校建設 111 ~ 

4 内科 FFI地|ヌ今 大卒 1191=J'FR 県道改良 14，40011τ 0628~0703 

5 内科問士山lヌ 人二千Iltj1=J問 日;L道改良 2，000111' 1029 

ワ』
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市内の調査遺跡位置図(1/50，000) 
.市教育委員会

.県教育委員会
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2)発掘調査 ・確認調査の概要
ぎ おんばる

1 祇園原遺跡 (GOB) ウッ ドコ ンビナート建設に伴う発掘調査一

所在地大字東有凹字ギオン原2727ほか

調査期間 960307~96 1 00 3 

開発面積 (400， OOOm') 

調査商積 9.828m' 

調査費原因者負担

調査年次 2年次

追跡の時代弥生古墳-近|立

逃跡の種類集務 墓

担 当 者行時志自11・松下校子 ・森山敬一日1¥

※(  )はウッドコンビナー ト建設全体の開発面積

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

遺跡は日田盆地東部の沖積地を見下ろす舌状に張り 出した丘陵先端部に位置する。遺跡よ り眼下に見下ろ

す北部沖積微高地上には弥生時代後期の環濠集落が発見された平島遺跡が存在する O また南部の小谷には長

迫遺跡が、東部の谷筋には奈良時代の集落跡や水田遺構の確認された石ヶ迫遺跡、が存在する O

調査の概要

昨年度に行った遺構以外について、引き続き発掘調査を実施した。このうち中心と なったのは弥生時代中

期後半から後期中頃にかけての遺構で、竪穴住居跡24軒、 l間x2聞の高床倉庫跡3棟、 3間x6悶 ・3

間x7間 .2間X5聞の大型掘立柱建物跡各 l棟、 1間x2間の小型掘立柱建物跡2棟などのほか、 小児用

護棺墓5基、円形周溝遺構 l基がJi{[i認された。これらの遺構からは、 弥生土器のほか、鉄斧、刀子、鉄跡、

石搬、勾玉、投弾、石庖丁、磨石、石皿、砥石などが出土した。

また古墳時代後期の竪穴住居跡も 21肝確認された。眼下の長迫遺跡において、この時期の竪穴住居跡が多

数出土していることから、 この住居跡も長迫遺跡とほぼ同時期のものと推測される。

このほか、近世の木棺墓57基が確認された。棺そのものは残っていなかったが、人骨については全体の

7割程度は残っていた。これらの墓からは棺に使用されたとみられる釘などが出土した。

まとめ

弥生時代の集落は、ほぼ20mの間隔を置いて、円形に竪穴住居を巡らせ、中心の広場には倉庫や大型建

物を配置させていたようである。また西側丘陵端部には両側に棟持柱を持った小型の建物が2棟あるほか、

北東隅には円形周溝遺構がl基配置されている。時期的には住居跡や建物の切り合いなどから 3時期程度に

分ける ことができそうである。ひとつの完結した丘陵を調査したことにより、 当時の集:落の配置がよくわかり、

今後弥生時代の集落構造を考える上での貴重な資料となった。

また近世墓については、 今後出土人骨の調査により、埋葬者の年代や性別、親族関係なども明らかになり、

具体的な近世の埋葬方法が解明されることが期待される。 (文責 行時)

-4-
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※ 建掘立柱建物跡

住竪穴住居跡

聾小児用妥棺墓

22.26住は古墳時代

O 3Om 

142 

祇園原遺跡主要遺構配置図(1/900)



祇園原遺跡全景(北方向)

19~2 1 号竪穴住居跡(真上)

1 ~5号掘立柱建物跡(真上)
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19号竪穴住居跡 (南方向)

23号竪穴住居跡 (東方向)

近世墓人骨出土状況

-7-



あかさこ

2 赤迫遺跡 (AK S) 風倒木処理に伴う発掘調査一

所在地大字北豆IJI:字:亦迫 1730

lJiI発面積 3. OOOni 

調査面積 1.500rlI 

調査期間1 97041 0 ~ 9706 28 

調査費国庫補助

調査年次 2年次

逃跡のH寺代 古墳H寺代

法跡の内容境基

担 当者 永問符久

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

追跡は日間盆地の東部、標高約150mの舌状に伸びる尾根上に位置している。与IL成2年度の台風災害によ

る風倒木処理作業中に石棺材が露出したため調査が行われることとなった。

調査の概要

南北長約180mの尾根上において、 6基の石蓋土坑墓がli'(11認された。調査医の北端斜面上に位置する l号

墓は、東西方向に主~îlll をとる 。 人骨の他、刀子 ・ 鉄搬が副葬されていた。 2 号墓は、標高約 150m の最も高

所に位置しており、東西約2.6mx南北約3m、深さ約O.35mのほぼ正方形を出する制)[;がi確認された。制

形のほぼ中心に南北方向に墓坑が掘られる。人骨の他、刀子 ・鉄鉱・玉類が確認されている。3号墓は、南

北方向に主ililhをとるもので、鉄万が l本高IJ葬されていた。4号墓の石蓋は植林作業lキlに確認され既に移動さ

れていた。東側に頭位を向け、鉄剣 ・鉄撤・万子が副葬されていた。5号墓は、 4号墓の南約20mにおい

てlifr!認された。石蓋は既になく西側に頭位を向ける。鉄刀・刀子 ・鉄鎌・勾玉が副葬されていた。6号墓は、

調査区の南端に位置しており安111岩の板石が l枚すでに露出していた。東西約1.4mx南北2.5m、深さ約

15cmの掘り方の中央に頭位を北側に向ける墓坑がfJn:られる。内部には赤色顔料のほか鉄刀-歯が数本確認

された。

まとめ

今回調査された石蓋土坑墓は、出土している土儲から古墳時代中期と忠われる。この6基の墳墓群は、 尾

根上に切り合うことなくほぼ等間隔で構築されていることから尾根全体を墓地として山一有 していたものと思

われる。また副葬品も豊富に保有しておりその被葬者像が注目される。

只
U



1号墓人骨出土状況(東より)

2号墓(南より)

5号墓副葬品出土状況(東より)
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くず1<，る

3 葛原遺跡 (KZ H) 

，'Ii (，' )也大 f内イ，1II'j砧IJ;(I 7 98~ 1 

1m Jt而 h'i 17. 400m 

，ll，¥j ft而 lu 3. OOOm 

訓 ftWJ 1111 9 6 0 7 1 2 -9 6 0 8 1 0 

調作佐川l珂I'if'!!Ii

l拘/t'1次 4壬]:iX

i.u跡のH年代制立時代

迫跡のI人l千五 集落跡

jl! 吋 丹 tjll年よ郎ノk川桁久拘:111出{一郎

遺跡の位置

仁上島建設に伴う発1M~Jm l'町一

遺跡¢位置図(1/25，000) 

逃跡は、 U岡市の北部付川1-'/約 170mを測るfJ/Ji(台地上の東部品、円状に張り出した尼似 1:1こ{立!Llしている。

台地|ーでは今lulの訓Li'i地点の内側に lつDを|同てた位i丘において州、生時代前Wlのl)iLや占!flll;'i代後!日lの竪i'(

式HRi跡が航路されている。また品l.i!lにはiJI以内助等が点在している。

調査の概要

今1，，1の淵何では、 i三要j('jj，1;として竪穴式lIhiiI 似ー上J)凶 IJ，[が1，(1';認されている。

調行|メのry，j端において俄認された竪穴式iI，Ri跡は、以西約2.8m. p}，j北約4.6m 深さがJO.2mの主JiifiiJf~ は

歪ながらも長HJf~ を斗しており 4本の位í\をれする 。 その '1'心には炉と札l;之される焼上脱が昨認されている 。

また、足似上からは数多くの UiLが確認されているが、そのlI.iWIや'1'1絡についてはIUJ.:ill物が希少なため小

別なものが多い。ただし 15.25.26月上坑の3棋については、休而よりね穴が検U¥されており治とし;(と

しての機能が考えられる。

まとめ

今1"1の調査でi統認された竪穴式iU日跡は、その山上している仁総から万川式j引の絶叫に合まれるものと

忠われる。ji)Jiについては II'A!の検 1IIIであったが、!五似の先tilliにあたる一部分が調nl天外となっておりそち

らに-i'i-rのIムがりを14していたものとjLlわれる。 (文台 ノ'I<I1 [) 

10 



調査区全景 (真上より)

1号竪穴住居(北より)

1号竪穴住居土器出土状況(北より)
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うまがた

4 馬形遺跡 (UMT) 一宅地造成に伴う発掘割査一

所在地大手~!mll' f:!九 If;99 1南地

昨1J'1;而 lj'1 50. 000111 

lll，'~ TI而町 3， 78511i 

調l'lJ9J 11¥1 960906-970328 

調丘双山{困者iW!

調rt'1次 1.11次
迫跡の時代弥生時代山)ftlt.，代 111.代

遺跡の内符*市跡 拍地

jrl 荷，kllllii久

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

辿跡は H 間食地の東部、イ1m川の支流である求米黒川左片『の沖1l'U出および丘陵上の!ム~ ) n屯聞に位iUしている。

この地域では、これまで大規模体育施設建設 市道拡l陥 宅地造成等の開発が盛んに行われてきた。今1，，1の

宅地造成もその一環であり追跡の品1 ;互には行間原ケllR泣跡1昨 ・ 尾1酒造助;~j守が点在している 。

調査の概要

おもに II. IV区についてその概11耐をまとめる。遺構は 5WIに|玄分することができる。

1 JYJ (弥生時代中j別後半)/ll区において 11削x1 1日1の侃立柱建物が l練確認されている。そのね穴から

は跳上状u緑をもっ裂の似片が1:1:¥土している。

ll!9J (6 世紀後二l:o~ 7 世紀前半)/須恋部上司、の荒と身が逆転するlI 'i l91である 。 lll'<:では l 丹竪穴式u，問、 1 

3号制立柱建物、 1 . 2 ' 5 .22号土坑、またIVRでは lFJ竪穴式iU号、 1 . 2 . 5月上旬'Lが椛

認されている。

皿191(7世紀後半)/郎の益には、まだかえりが残るもので III互の4・17弓よJ1L、W灰6. 7 ~~上 JJ'Lが

この時191にあたる。

IV IifJ (Sill:紀日ij'jo) /川、の革のかえりが消滅するl時WJである。llRの2弓!琵穴式a同や2~=}Vul立柱建物が

w認されている。特に2月似立柱主t物には、すk行に小j品が巡らせている。
V!9J (9 世紀中頃~91世紀後半) /IVIヌて寸確認された 1・2号誌がこの11:1)引にあたる。2~:ヲが 1 ~:守を切る 。

まとめ

l弓からは冗形上1¥111日告州、2点及び鉄製毛抜き、 2fうからは冗形県色上総のほかな:iJJ:i、出 U¥lli端科

越州究系iZ磁 刀下がそれぞれ1~!iJ"ではあるが出仁している。

調査では ';:J\生から古Jl~ ・ 古代にかけての多械なlli梢が昨認された。 なかでも III天の ~Jul立主i 建物 lilのnmや

IVIヌの 1. 2弓主主の被葬肖等が今後の検討課題である。

12 
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馬形遺跡W区遺構変遷図 (1/400)
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H区1号竪穴式住居 (西より)

H区1号掘立柱建物(西より)

W区1・2号墓(北より)
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おこぎ

5 尾漕2号墳 (OKG-2) ウッドコンビナート建設に伴う発掘調査一

所在地大字有国字尾漕 1076ほか

調査期間 961220~970331 

開発 面積 (400， OOOni) 

調査面積 1，800111 

調査費原因者負担

調 査年次 l年次

遺跡、の時代古墳

追跡の健類 墓地

担当者行時志郎 -松下桂子

※(  )はウッドコンビナート建設全体の開発面積

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

遺跡は日田設地東部の求来里川沿いに広がる沖積地を望む丘陵f岐部に位置する。遺跡の北側の小谷には長

迫遺跡があり、また小谷を挟んで南には5世紀末から6世紀初頭の横穴式石室を主体部とする尾漕古墳が存

在する。

このほか、求来里川を挟んで対11侍する西側丘陵上には、古墳時代中期に築造された中尾1・2号墳や大迫

遺跡が存在する。

調査の概要

試掘調査では中心よりやや南側の位置より凝灰岩の石材を用し、た葦石が確認され、またその南には深さ約

1 mの古墳の周溝と見られる落ち込みが検出され、その内部からは高坪をはじめとする土師器が出土している。

このことからまず全体の地形測量を行った後、機械により古境の周囲を地山まで掘り下げ、 他の遺構の存在

の有無を知るためのliY1認調査を実施した。その結果、周囲には他の遺構は検出できなかった。

そこで調査は古墳 l基に絞られ、再び中心位置から十字にト レンチを設定し、中心主体部と周溝の範囲の

確認を行っていった。その結果、中心主体部は検出できなかったが、周溝については古墳の南側に尾根を分

|斬するように半円形に巡らせていることが確認された。これによって古墳の規模は、直径約25mの円墳で

あることがわかった。

古墳の年代については、周溝内より出土した土師器の年代から、 4世紀末から 5世紀前半にかけてと推測

される。

まとめ

遺物の時期からこの古墳は、市内でこれまでに発見されている古墳の中でも、 小迫古墳や薬師堂山古墳と

並ぶ地域でも古い時期の古墳であり、 首長墓の発生の問題などを考える上で重要な資料となると考えられる。

(文責 行時)
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尾漕2号墳周辺地形測量図 (1/600)

古墳測量風景
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しせきかんぎえんあと

6 史跡戚宣園跡 (KAG)

所 {f j-山 大字南豆問宇中城

調査月l問 96 120 3~97033 1 

lJil発商船

調査面的 130m 

調査質問!車flllllJJ

調青年以〈 5 '1二i欠

ill跡の|時代近|立~近代

ill 跡の僅~J'i 型跡

相 当 者七)~:-和 三~，

史跡整備に伴う確認調査一

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

史跡戚宜困跡は市街地のほぼ中心、江戸時代に天領として栄えた豆田II/Tの南側に位置する。戚宜陸l跡は文

化14年に鹿瀬淡窓が聞いた私塾として知られ、 与1'<:成7年7月23日に国史跡に指定されている。塾の忠盛期1

には道を挟んだ東側に講堂・束塾・秋風庵、西側には南塾などの施設が立ち並び塾を構成していた。現在、

史跡内には秋風庵、遠思楼、井戸といった建造物が現存している。

，調査の概要

5年目にあたる今I!:!]の調査目的は、 1 .遠忠楼建物の当初位置の確認(1区) 0 2. 4次調査で、昨認され

た招隠洞建物の全作解明 (2区) 0 3 井戸西側の塀痕跡的:認であった (3区)。

1[5<では遺跡の撹乱がひどく、遠思楼建物の遺構は確認できなかった。

2区では新たにカマドと制石を伴う柱穴などの遺構が検出された。カマドは南側の焚uの一部が破壊され

ており、西側に径50cm円形、東側に一辺35cm方形に炭や焼土の広がりがみられた。柱穴は松石を伴うもの

が2つ、取l方のみが 1つである。前者は30cm、後者は径45cm前後。いずれも、床米を支える京石に関連す

ると思われる。

3医では塀の痕跡はli1f!認で、きなかった。

まとめ

2 区で発見されたカマドについては、鹿瀬iß~窓の自叙伝 『懐奮楼筆記』

によると天保3年招隠洞新築の記事に「飯ヲ炊ク」ところ「一畳」とい

う記述があり、招隠洞に伴うものと考えられる。柱穴についても、招陪、

洞解体後は遠忠楼しか建造物はなく、柱穴の位置が遠思棲と一致しない

ことから招隠洞建物に付随するものと推定される。今回、招隠洞の全容

確認はできなかったが、現状での規模は東西6間(ll.lm) +α つ、

南北3問 (6.5m) +α?で、建物のほぼ中央にカマドが設置されてい

たことが判明した。

口。

2区全景
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ながさこ

ア 長迫遺跡 (NS K) 

所在地大字有回字長迫 11 96ほか

調査期間 96 1 220~970331

開発面積 (400， OOOnil 

調査商忌 9，OOOni 

調査賀原因者負担

調査年次 l 年次

追跡、の時代 古墳-奈良-平安 ・仁|一1世

追跡、の種類集落

担当者行l時志郎

※(  1はウッドコンビナー卜建設全体の開発面積

ーウッド コンビナート建設に伴う発掘調査

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

遺跡は日同貧地東部の求来里川沿いに広がる沖積地から、南部E陵上に入り込む2つに分岐した小谷一帯

に位置する。遺跡のすぐ一由には古墳時代中則に築造された尾漕2号墳が、また北には祇図版遺跡が、谷から

開けた沖積地一帯には、弥生時代から古墳・古代・中世にかけての集落跡が確認された尾漕遺跡などがある。

調査の概要

試掘調査では遺構検出面が大きく 2つの層に分かれて存在していると見られたため、最初に谷を横断する

トレンチを入れ堆積土の状況を見ることにしたが、深さ 1m程度で、古代の包含層(暗茶褐色土)があり、

この面の下は黒色土の造一物が確認されない自然堆積土であった。古代・古墳時代の遺構検出面は、この層の

上面であることから、遺構検出作業はこの面で止めることにした。また黒色土層の下は茶褐色の層となって

いたが、黒色土上面で、遺構の確認されない場所については、黒色土を取り除き、茶褐色土の面まで遺構検出

作業を平行して行っていった。

遺構検出作業の結果、竪穴住居跡、と見られるものが約80軒程度確認された。時期的には古墳時代後期と

奈良時代にわカ通れている。

遺跡は2つの谷に分かれているため、南側の広い谷をA地点、狭し、谷を B地点とし、今年度はA地}，IJ.から

遺構の制り-1;げ作業を開始した。

まとめ

2つに分かれた谷の奥地に古噴時代後期と奈良時代の遺構がまとまって存在していることがj確認された。

A地点では古墳時代後期の竪穴住居跡が一辺約 10m を測る大型住居を中心に一辺 5~6m の中型住居、 一

辺 3~4mの小型住町がその周辺に配置されているのがわかる 。 さらに |百l じ谷の上部では、遺構は全く存在

せず、多数の小さい柱穴がみられることから、 tiII作など生産地としての土地の使い分けがなされている可能

性がある。またB地点の高い位置に存在する住居跡からは、鉄伴(鍛冶咋)が出土し、 j員丁字具を集落内にお

いて、特定の場所で、生産していた様子がうかがわれた。

nu 
つ』



表土剥ぎ作業風景

A地点全景

B地点全景
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くちがぱる

8 ロが原遺跡 (KG B) 

所在地大字高瀬字下木ノ上6951番地ほか

調 査 期間 9702 10 ~970331 

開発面積 200，000 凶

調査商積 9. OOOni 

調査年次 l年次 (次年度継続調査)

遺跡、のH寺代縄文時代~近世

Jg跡の種類集落跡

担 当 者土居和幸 森山敬一郎-吉田博嗣

ーサッポロビーノレ新九州工場建設に伴う発掘調査一

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

遺跡は、 日田貧地の南東、 三限川の南側で大山川と高瀬川に挟まれた標高約155mの台地上に位置している。

周辺には多くの遺跡が確認されているが、西側の台地上に所在する上野遺跡は市内では代表的な遺跡のひと

つである。

調査の概要

機械による表土除去作業ののち、作業員で遺構検出作業を行った。調査は次年度も継続予定であるが現時

点で明らかになっている内容は以下のとおりである。遺構検出の結果、竪穴住居跡12軒・掘立柱建物跡・

土坑・柱穴などの遺構が確認された。遺物は、 黒曜石 ・土問I器・ 須恵器・陶磁器等が出土している。時期を

特定できる遺構は、 4号住居跡より出土した輩、高杯から古墳時代初頭~前期に、 3号住居跡より出土した

須恵器の蓋などから奈良時代 (8世紀中頃)に比定できるものである。その他、カマドを有している竪穴住

居跡が2軒確認されている。

まとめ

周辺の台地と比べると遺構の密度はさほどではないものの、古境H寺代~奈良時イーににかけての集落が遺跡の

中心となりそうである。また、調査区中央に柱穴が集中しており建物群が想定される。調査は平成9年度も

継続して行う予定である。 (文責 吉田)
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わけ 土坑
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口が原遺跡主要遺構配置図 (1/1，000)

調査区全景(南から) 調査風景
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ふきあげ

9 吹上遺跡 (FKA) 

所在地大字小迫字l吹上原

調査期間 970304~970328

IJ日発面積一

調査面積 1 50ni 

調査費国庫有tisJJ

調査年次 7年次

遺跡;のH寺代 弥生H寺代

jiJi跡の極類集落主主

担 当者土居手11幸

遺跡の位置

一遺跡の範囲確認調査一

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡は日田盆地北部の設地内が見わたせる台地上に存在する。吹上原台地と呼ばれる標高約140mの独立

台地は上面観が iL J字形をなしており、遺跡はこの台地の束側に広がる。これまでに、 6次の調査が行われ、

弥生時代前期後半から古墳時代前期までの竪穴住居跡 ・河15・土#m.藍棺墓・石棺墓など多くの遺構が確認さ

れている。とくに、平成7年度の6次調査では弥生時代中期後半の聾棺墓8基、木棺墓3基で構成する慎一墓

群が発掘された。 しかも、設相墓や木棺墓からは、主lí~剣・ illlí~jと ・ 貝輸 ・ 玉類など豊富な副葬品が出土し注目

を集めた。

調査の概要

(1 )調査目的

今回の調査は平成7年度の6次調査の成果をうけ、 |吹上遺跡の保存対策を検討する目的で、遺跡の全作

把握のための確認調査として実施した。 l年日にあたる調査は6次調査での墓域の範聞を特定することに

主l恨を置き、 6次調査地点の北側を調査地点とした。

調査では、 4ケ所のトレンチと 8ケ所のグリットを設定し、遺構の確認を行った。

なお、調査では遺構の掘り下げは行わずに、 lli構面までの検出にとどめている。

(2)検出遺構と出土遺物

名調査区で検出した主要な遺構と出土造物をまとめる。

1・3トレンチでは土蛾7基、柱穴6個、精 l条をliW認した。このうち、前は近世以降の所産。3号一土

棋は、検出面での規模が長Jlilli3m以上、短軸1.5m前後を測る。一部に炭や焼土がみられる。この土蹟か

らは、図示した護 (3) や打製石斧 (4) などが出土している。墾 (3) は胴部から口縁部にかけては内

傾し、逆 L字形の口縁をなす。口縁 |ごには 1条の突帯が巡る。胎土は石英・角閃石・微砂を含む。打製石

斧 (4) は、 粘板岩製。厚みがあり、一部自然面を残す。現存長9.1cm、現存11I商5.7、厚さO.8cmを測る。

このほか、鋤先形をなす壷の口縁音1)などが出土している。4号土;慣は、検出面で、の規模が長Jlilo1.2m以上、

短JlilllO.74m前後の不定形な土慌で、ある。磨製石斧が出土している。

2トレンチでは小竪穴 l基、土1)1:j4基、柱穴6例、前?1条を確認した。 l号小笠穴は調査区南側隅で

検出した。満?と重複しているようである。造物には図示した琵 (5)が出土した。!fJsは口縁部が如意状

24-
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映上遺跡7次調査地点位置図 (1/5，000)

に外反し、仁l縁端部下半に刻み目を施す。また、口縁下には l条の突帯を巡らせる。外面はタテハケ後ナ

デ仕上げ。胎土に石英・角閃石 ・組砂を含む。このほか、上げ底の聾の底部などが出土している。 l号土

慣は検出面での規模が長軸4m以上、短U111l1mと細長い。この土績からは、図示した説 (6)が出土した。

口縁部は如意状に大きく外反し、口縁下に l条の突帯を巡らせる。口径33.2cm。胎土は石英 ・角閃石・

粗砂を含む。2号土棋は調査区西側で検出した。 トレ チャーにより一部壊されている。造物には図示し

た石庖丁(7)が出土した。 石庖丁は蹄緑凝灰岩製。 径O.7~1.2cJ1lの穿孔2つを穿つ。現存長9.1CJ1l、現

存11同5.7、厚さO.8cmを測る。

4トレンチで、は竪穴住居跡や小竪穴を数基、土墳数基、柱穴8個を確認した。遺構の密集度が高い。 l

号竪穴住居跡からは図示した壷 (1)が出土した。口縁部は「く J字形に大きく外反し、垂れ気味となる。

口径23.2CIB。胎土は石英 ・角閃石 ・組砂を含む。2号竪穴住居跡からも壷 (2)が出土した。口縁部は「く」

字形に外反する。外面はタテハケ後ナデ仕上げ。口径20.2cm。胎土は石英 ・角閃石・粗砂を含む。この

トレンチからは上げ底や平底の底部、器台、砥石などが出土している。

lグリットでは小竪穴 l基、土lmp1基、柱穴 l個、詳iJ1条を確認したが、溝は近世以降の所産である。

ー折造物に口縁部が逆L字形の裂の破片が出土している。2グリットでは土膿 1基、満 l条を確認したが、

満は近世以降の所産で、ある 。 3 グ リ ッ ト では、満 l 条を確認したが、1fi'iは近世以降の所産である 。 4~6

グリットでは、遺構の検出はなかった。アグリットでは土#sP1基を確認した。8グリットでは柱穴4個

をli自主なした。

まとめ

今回の調査では、生活遺構が検出された。遺構の時期については土器の特徴から、 1 . 3トレンチ3号土

棋が弥生時代中期前半、 2トレンチ l号小竪穴 .1号土臓が弥生時代前期末~中期初、 4トレンチ 1・2号

竪穴住屑跡が中期末~後期初に位世づけられる。7次調査地点周辺で、は過去に数回の調査が行われ、 1 . 3 

次の調査では弥生H奇代前期末~中期初の袋状貯蔵穴群や中期末~後期初の竪穴住居跡などが確認されている。

このように、7次調査での遺構の時期や内容は、これまでの調査事例と類似した様相を示す。ただし、逃構

の密集度については、台地中央付近に比べ縁辺部の方が高くなる傾向にある。

民
d
q
L
 



GG 

口

口

田

口

凹
1.3トレンチ

回
2トレンチ

代を当
1. 4トレンチ1号竪穴住居跡

2. 4トレンチ2号 8 

3. 4. 1 .3卜レンチ3号土坑

5. 2トレンチ1号小竪穴

6. 2卜レンチ1号土坑

7. 2卜レンチ2号土坑

※遺構図は1/600、遺物実測図は1/6
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日欠上遺跡7次調査地点、の位置図と出土遺物実測図

また、主目的であった6次調査で、の墳墓群の墓域は確認で、きなかった。このことは、墳墓群から北へ約

20m離れた位置は墓域に含まれていないことになる。6次調査での墳墓群の空間がどの範|万lまでなのか、

今後の周辺調査に則待したい。

~l一)村上久利編 f1~\ 1:辿跡J I 1 1111市教行委II会 I980"!' 

上J;-'-i利幸漏れ吹u立跡J r 11111地|豆jむ跡nrJe侃;Jm1'1'概制J I 1IIIIrTi教育委Ll会 1986"j'. 
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1 .3卜レンチの完掘状況 (北から)

2卜レンチの完掘状況(東から)

4トレンチの完掘状況(東から)
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-宅地造成に伴う試掘調査一

大字高瀬字小柳269-5ほか

960418 

992rri 

国庫補助

行H寺志郎

30 rri 

ぜに，s，ち
銭淵遺跡

士山

開発商積

調査面積

費

逃跡のH寺代

逃跡の種類

調 査!期間

者

千王

査

出ゴ

月?

調

10 

遺跡の位置図(1/25，000) 

調査の概要

遺跡は日田盆地南部の河岸段E上に位置する。周囲には同一段丘上の北側先端部に5世紀代の竪穴式石室

を主体部とした姫塚古墳や同じく南東部には中世の五輪塔や板碑などが存在する永平寺跡がある。

2本のトレンチ試掘調査は、機械により 4ヶ所のトレンチを設定し遺構の確認調査を行一った。その結果、

また他のトレンチでは水同撚より径1O~20cm程度の杭あるいは柱穴とみられる遺構がわずかに検出され、

士 Fは砂陳層で遺構は検出できなかった。調査区内より遺物の出土はなかった。

トレンチ完掘状況

~"，;; ;..;':. ‘品
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試掘調査状況



うえ の

1 1 上野第1遺跡 (UE N) 

所在地大字上野字東原 199-2ほか

調査 JVI間 9607 1 2~9609 1 2 

開発面積 200， OOOni 

調査面積 600r百

調査賀国庫補助

調査年次

追跡、の時代 旧石器~近IJ:I

遺跡、の種類集落跡

担当者土屈和幸

工場建設に伴う試掘調査一

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡の位置

遺跡は日田盆地南部の標高約135mの台地上に存在する。これまでに数次の調査が行われており、 |日石器

時代から奈良時代にかけての遺構や遺物が発見されている。なかでも、野間 ・平原地区からは、奈良時代の

大型掘立柱建物や竪穴住居跡、道状遺構などが多数発掘され、転用硯や「豊馬豊馬Jと刻まれた刻苦石製品

などの文字資料が出土している。

調査の概要

A 区/東側トレンチで一直線上に並ぶ柱穴が発見され、建物 2 棟が存在 しそうである 。 柱穴の径は 1 8~

30COIo 1 棟の柱聞は 1. 6 m、もう l 棟は 1. 8~2 m。主]11IJ，はほぼ南北方向。一括遺物に高台付きの

j不身(11)が出土。この調査区では須恵器片の出土が目立った。

B区/遺構は認められず、一括遺物に楕円:j:EjI型文土器や弥生土器などが出土している O

C区/中央 トレンチで、柱穴2個を1i1f1認で、きた。日寺則は不明である。遺物はほとんどない。

D区/溝 l条、小竪穴3基、土臓3基、柱穴26個、 小児用整棺墓 l基、焼土塊2ケ所が確認できた。小

児用謹棺墓は口縁部が逆L字形をなし、口縁下に l条突帯を巡らす盤2個を組み合わせている。扇

平打製石斧などの出土もある。

E区/この調査区では遺構は検出できなかった。一括遺物に姫島産の石倣などがある。

F区/満 l条が確認できた。日寺WJは不明だが、上面埋土から摩滅した高台付きの杯身が出土。

G区/満 l条、小竪穴2基、土暁16基、柱穴40{固などが確認できた。満は埋土の状況から中世期。土墳

からは石剣(7)や土師器の月、(12) などが出土。 (7)は茎を有す。残存長6.2cm、残存11屑3.7cOl。

(12)は底部糸切り。口径12.2cm、器高2.6cm、底径6.3cl11。一括遺物には厚みのある口縁部が如

意状に外反し、仁I t:~n; に l 条の i光線が巡る護 (5) や、仁|縁部が上外方に大きく聞き、口縁端部が

凹む壷 (6) がある。前者は口径30.9cOl、後者は口径16.8cm。このほか口縁部が逆 L字形で、口

緑下に 1条の突帯を巡らす誌や白磁などが出土している。

H区/台地北側にあたる。純文|時代早期の包含層、 小竪穴 l基、土域5基、柱穴4個、満 l条が確認できた。

包含層は中央トレンチで、1i}lf認で、きたもので、楕円押形文土器が出土し、集石 lつが検出された。小

型穴は束ff!iJトレンチで:'li官:認され、 一辺2.8mの方形プランと考えられる。小竪穴上面からは土師器
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調査区位置図 (1/5，000) 

の杯 (8) が出土している。 (8) は、丸底気味の底部から川1111して、内降するu縁となる。u径
15.7clll、器高3.5clllo (9) は、仁|縁部がわずかに内湾する。ー柄造物には図示したチャート製の

石倣 (2) や染付けなどがある。

I医/土墳10基、柱穴13例、満2条が確認できた。一指遺物に2次加で剥)tや染付けなどがある。

J区/土脆 1'基、柱穴3例がli'(j!認で、きた。ー折造物には図示した出耀石製の石illW(3)や、サイドプレイ

ド (4) のほか、縄文時代|悦則の浅鉢や染付などがある。

K区/土城9基、柱穴6伽|が確認で、きた。ー柄造物に図示した崇耀石製の石撤(1)や、 u縁部が逆 L字
H~ をなし、 u縁下に l 条の災帯を巡らす畿などが出土している 。

L区/迫梢は認められなかったが、 一括遺物に図示した杯蓋(IO)が出土している。

まとめ

以上の試制調査結果を、以下箇条千円ーきにてまとめる。

1. H 15Z周辺に柏円:j:11'型文土器を主体とする、縄文Il;'i代Jt LJDlの包合j胃が存在する。また、 J 15Zなど台地

上には、純文H守代|悦W'Jの包合層も存在すると考えられる。

nu 
q
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K区括遺物

2. H区一括遺物

3. 4. J区一括遺物
O 5cm 

出土遺物実測図 1(1/2) 
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O 10cm 
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5.6 G区一括遺物 10. L区一括遺物

7. G区1T 1号土坑 11 A区一括遺物

8. 9. H区3T1号小竪穴 12. G区2T2号土坑

出土遺物実測図2(1/3) 

2. D. G区といった台地縁辺部には、土臓や小児用範棺墓といった遺構が検出されたことから、弥生

時代前期末から中則前半代の集落が存在すると考えられる。

3. A区刷辺には、東町(地|ヌで調査された奈良日寺代の集落に伴うと考えられる建物群が広がる。また、

H区周辺においては小竪穴、 P'L区では須恵器の出土がある ことから、密ではないにしろ、台地

上には奈良時代の遺構が点在しているようである。

4. G¥5Z周辺には、 14世紀前半代の土師器の川、が出土した土版や滞!iがあることから、中世期の遺構が

存在する。

(参考文献 1jlWj'志f!lS私 rl:'j!f切知|山泣跡J11川rii教育委Ll会 1992"1:

川 11' 杓介~~lIi r L!Ilf;;(i 1 Ju跡Jr一般11'1迫210:-}111I1バイパス佳品Iにflう.l!1l版文イlニ財発!IIT¥ぷl査概報NJ大分県教行委員会1993"f 
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D区1卜レンチ(南から) D区1卜レンチ小児童棺墓

H区1卜レンチ(北からG区1卜レンチ(南から)

チンレtP
 
2
 
区H門

w
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H区2卜レンチ隔円押型文土器出土状況

I区1. 2卜レンチ(東から)
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H区3卜レンチ(手前は小竪穴/南から)



しもせいで

12 日田条里下瀬井手地区

所在 地 大字渡里字下i頼井手97-1

調査期間 961023

開発商積 12， OOOni 

調査面積 240ば

調査費原因者負担

逃跡の時代

遺跡の種類

担当者永田裕久

商業j古舗建設に伴う試掘調査一

遺跡の位置図(1/25，000) 

調査の概要

遺跡は日田貧地の北部、花月川左岸に広がる沖積地に位置している。沖積地一帯は日間条里の範囲内であり、

遺跡の西側台地上には吹上遺跡、北側台地上には小迫辻原遺跡・草場第2遺跡・ 山岡原ji--跡等の集落及び墳

墓遺跡が点在している。開発予定区域内は、南東側が周阿に比べて 1m程度高く遺構の存在が想定された。

調査は、開発予定区域内に 12本の トレンチを設定して行った。結果、大半の トレンチは水田面下に河原

石の広がる1深層や砂層が認められた。南東側の高い場所についても同様な結果でありこの周辺一帯が花月川

の氾慌原であったことが想定された。遺物については弥生土器や近世陶磁器類が数点出土しているが遺構は

!確認されていない。

調査区遠景 試掘調査状況
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ゃなぎのもと

13 柳ノ本遺跡

所在地大字竹|王1字:松伏 1217-1

調査期間 961030

開発面積 1，500111 

調査面積 30111

調査費原因者負担

追跡の時代

遺跡、の種類

担 当 者永田裕久

調査の概要

一宅地造成に伴う試掘調査一

遺跡の位置図(1/25，000) 

遺跡は三隈川の左岸の沖積地に位置している。周辺には、弥生から中世にかけての会所宮遺跡、ガランドヤ・

穴観音とともに6世紀の装飾古墳である法恩寺山古墳群が位置している。遺跡の北側及び東側には水田が広

がっており、調査区はその水間より 1m程高い位置にあたる。調査は既存建物等の関係から開発区域に南北

にl本のトレンチを設定して掘り下げ作業を行った。

結果、 1 m程の高まりは後世の埋め立てであり、周囲に広がる水田と同レベルで黄褐色の盤土を確認する

ことができた。その下約20cmで、もう l枚水田面を確認し、さらに F約50cmで、砂層となった。砂層の下は人

頭大の河原石の牒層で約 1m程掘り下げてみたが層が変化することはなかった。よって、この地域一帯は三

|根川の氾甑原であったと想定される。

試掘調査状況 試掘調査状況

-34-



14 長者原遺跡 一宅地造成に伴う試掘調査一

所在地大字内河野字東又275-}

調査期 III~ 960520~96053} 

開発面積 3，048nI 

調査面積 30nI

調査費国庫補助

辿J/iA;の時代一

追跡の種類一

担当者永田裕久

遺跡の位置図(1/25，000) 

調査の概要

遺跡は、日田盆地を東西に流れる筑後川左岸の段丘上に位置している。周辺には、ガランドヤ ・法ja寺古
墳とと もに6世紀の装飾古墳である穴観音古墳や長者原田迎遺跡等が隣接しており遺構の存在が想定された。

開発はNI積地から尾根の斜面にかけて行われるもので、調査は開発面積約3，048niの中に4本のトレンチ

を設定し掘り下げ作業を行った。沖積地の2本の トレンチからは、約20cm程掘り 一1'-げたところで地山であ

る赤褐色のロ ム土が検出された。遺物は近世の陶磁器が数点検出されたのみで遺構は確認されていない。

試掘調査状況 トレンチ完掘状況

「
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15 森ノ冗遺跡

所在地大字東有田字森ノ元3310-1他

調査期間 9 7011 0~9 701 30 

開発面積 30， OOOni 

調査面積 1 50111 

調 査 費国庫補助

)b、跡、の時代中世

iiS跡、の種類集落跡

担当者永田裕久 ・森山f政一郎

一県営圃場整備事業に伴う試掘調査一

遺跡の位置図(1/25，000) 

調査の概要

遺跡は日田盆地の東部、有田川の支流である求来里川左岸に広がる沖積地に位置している。遺跡の周辺には、

古墳時代の住居跡・古代の掘立柱建物・ 土坑墓の確認された馬形遺跡や有田塚ケ原古墳 ・中世墳墓が認めら

れた尾漕遺跡等が点在している。

試掘調査は、開発面積約30，OOOrriのなかに 15本の トレンチを設定し調査を行った。結果、約30cmで、2枚

の水田層が確認されたが時期については不明である。遺構については、開発予定区域の西端にあたる沖積地

で柱穴 ・土坑・溝等の遺構がl確認された。遺物から中世の時期のものと思われる。 (文責 永田)

試掘調査状況 トレンチ完掘状況

ハ
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ひたじようり しまざき

16 日田条里隣接地(畠崎地区) 一宅地造成に伴う試掘調査一

所在地大字十二回]字堀 148-1

調査期間 970116

開発面積 1，278m' 

調査面積 20m'

調査貧困庫補助

法閥、の時代

逃跡の種類一

担当者土!苦手口幸

遺跡の位置図(1/25，000) 

調査の概要

調査地点は日田盆地内の標高約77m、庄手川の支流である城内川の右岸に位置あたる。調査地点から南

西へ400mの位置には弥生時代から古墳時代にかけての集落遺跡である徳瀬遺跡、 北西へ500mの位置には

古墳時代中期の鍛治工房跡が発見された荻鶴遺跡などがあり、盆地内でも重要な遺跡が存在している。

今回の調査は、近年盆地内の沖積地において遺跡の発見されるケ スが増加しており、また周辺に重要な

遺跡が立地していることから、開発主の協力をいただき立会調査を行うこととした。

調査では機械を使って南北方向に2x 10mのトレンチ 1本を設定し、遺構等の確認作業を行った。調査

の結果、現水田面下に 1枚の水間層を確認しえたが、遺物の出土がなく時期は不明であった。水田下は砂層

や1深層が堆積しており、遺構は存在していなかった。

7
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17 平島遺跡 市道建設に伴う試掘調査一

所在地大字東有任|字スキザキ2690-1

調査期間 970204~9702 1 3 

1m発面積 2， 000111 

調査面積 90ffi 

調査費国庫補llJJ

ill跡のH寺代近世

j立朗、の極類 j常土m:

担当者永日1裕久 -森111倣-f!li

遺跡の位置図(1/25，000) 

調査の概要

遺跡は日田主主地の東部、千'-j問川打岸の丘陵先端部及びyl:IJ積地上に位置している。周辺には、祇園児遺跡・

長迫追跡 ・半島遺跡 ・平尚古墳等が点在している。丘陵先端部は現在畑地となっているが、石棺材と想定さ

れる板石や玉類が付近の人々によって採集されていることから墳墓の存在する可能性があった。

試制調査は開発面積約2，OOOrriのなかに、 92ドのトレンチを設定し調査を行った。その結呆、丘陵上のト

レンチより柱穴・構等の遺構が附認された。沖積地の トレンチについては中|止と忠われる 2枚の水間面が1確

認された。 トレンチ内からは造物は出土したものの迫構はl確認されなかった。 (文責 永岡)

調査区遠景

只
Uqu
 



とくぜ

20 徳瀬遺跡 一宅地造成に伴う試掘調査一

所在地大字友1+1字1ftti:l1'i30 1 -1ほか

調査 !91li¥j 970319 

IJH ;発面積 2， 830nI 

調査面積 30001' 

調 査費国庫補助

jli湖、のH寺代弥生.[1]凶

逃湖、の種類集落 -墓地

担当者行時志郎

遺跡の位置図(1/25，000) 

調査の概要

遺跡は日間盆地西部の三隈川と庄手川に挟まれた中洲の微高地上に位出する。これまでに市道や県常住宅

建設などに伴い計4度の発掘が行われ、弥生時代の集落や古墳時代の方形周溝墓をはじめとする墓地などが

調査されている。今|旦|の調査区は、これまで遺跡の発見された微高地上よりも一段下った位置にあたる。

試1M:調査は、機械により南北方向に 1本のトレンチを設定して行った。その結果、弥生時代の土坑や中世

の満などが検出され、遺構の!よがりが確認された。

調査の結果、遺構カ~liN認されたことから、次年度に発制調査を実施することとなった。

試掘調査状況 遺構検出状況

qu 
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H 平成8年度の埋蔵文化財普及・啓発事業

1 )フォーラムの開催

本年度は、平成8年10月31日に小迫辻原遺跡が国史跡の指定を受けたことから、同遺跡の歴史的再評価

を行い、遺跡の保存や活用をテーマに、県教委の「豊の国歴史再発掘J事業と、別府大学の「歴史フォーラムJ

企画と共同して、 『まちづくりフォーラム， 96梨明の比多国一小迫辻原遺跡の世ー界一Jを開催した。

「まちづくりフォーラム ，96繋明の比多国一小迫辻原遺跡の世界一J

主 催 ・ま ちづくりフォーラム， 96開催実行委員会・大分県教育委員会 ・別府大学・日田市 .E:I田市教

育委員会

後援.文化庁

協 賛 。JR九州、|・日田パス

期日:平成8年11月9日(士) ~10 EI (日)

場 所:日田市民会館ホーlレ/参加者数;約1，300人

内 容 : ~第 l 部/小迫辻原遺跡を語る 豪族居館成立の謎に迫る

講 演 「古代日田の輝きJ別府大学名誉教授賀川光夫

報 告 「小迫辻原遺跡発掘調査報告」

大分県教育委員会主任 問中裕介・|ミ|田市教育委員会主任 土屑和幸

基調講演 「倭国と居館の考古学J国立歴史民俗博物館教授 阿部義平

基調講演 「弥生・古墳時代の祭儀場j

東京国立文化財研究所国際文化財保存修復協力センター長 宮本長二郎

。第2部/小迫辻原遺跡の保存整備と活用
基調講演 「古代日田の首長の館 小迫辻原遺跡の調査と保存」 別府大学教授 後藤宗俊

パネルディスカッション「小迫辻原遺跡と 日田のまちづくりJ

[コーディネーター]後藤宗俊(別府大学教授)

[パネラ一]岡村道雄(文化庁主任文化財調査官)/両烏忠平(佐賀

県教育委員会文化財課長)/折尾学(福岡市埋蔵文化財センター所長)

/川端正夫 (tl木市教育委員会主任技rlfli) /石丸邦夫(日間市観光

協会会長)/大石昭忠(日田市長)/渋谷忠章(大分県教育委員会

文化諜主幹)

対 談「歴史がし、きづくまちづくりJ竹 下景子(女優) ・岡村道雄・大石昭忠

，. 
パネルデイスカッション風景 対談風景
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2)展示会の開催
埋蔵文化財の普及に関する展示会として「企画展比多国からのメッセージ 吉野ヶ里遺跡から小迫辻原遺

跡へJと「企画展小迫辻原遺跡の世界Jを開催した。前者はまちづくりフォーラムの一環として、環濠集落

の成立から豪族居館の登場・発展に至る経過を県内外の代表的な遺跡の資料によって構成し、講演やパネル

ディスカッションの内容をより深く理解できるよう催した。

また後者は同フォーラムの流れを受けて、フォーラムの共催である別府大学において、小迫辻原遺跡を中

心に日岡市の歴史を概観できるように、日田市の遺跡の出土品を展示した。

(1) r企画展 比多国からのメッセージ 吉野ヶ里遺跡から小迫辻原遺跡へJ

主 催・まちづくりフォーラム， 96開催実行委員会・大分県教育委員会・別府大学・日岡市・日岡市

教育委員会

期日平成8年11月7日(木) ~ 11日 (月)

場 所:日田市民会館別館体育館/入館者数 678人

展示日l 板付 ・雀居遺跡(福岡市) 出土遺物、 平塚川添遺跡(甘木市)出土遺物、 吉野ヶ里遺跡(三田

川11IT'桝111向IIIT) 出土遺物、赤塚古墳 ・東上回・川部・小部遺跡 (宇佐市)出土遺物、谷迫遺跡 (安

心院IUT) 出土遺物、 多武尾遺跡(大分市)出土遺物、 草場第二 ・小迫辻原・ 三和教田・遺跡 (日

田市)出土遺物、原ノ辻遺跡(長崎県石田町・ 芦辺IIIT) ・三ツ寺遺跡(群馬県群馬IIIT) ・原之

城遺跡(群馬県伊勢崎町)パネル、小迫辻原遺跡復元模型・同2号屑館復元模型など

(2) r企画展 小迫辻原遺跡の世界」

主 催 別府大学 ・大分県教育委員会・日田市教育委員会

期日.平成9年 1 月 19 日 ~2 月 15 日

場所別府大学付属博物館/入館者数約500人

展示品 :小迫辻原遺跡・牧原遺跡・ 三和教田遺跡・吹上遺跡6次調査 ・ガランドヤ古墳群・法恩、寺山古

墳群・タ田棋穴墓群・有田塚ヶ原 l号墳・ 三和教田遺跡・朝日宮ノ原遺跡・ 尾漕遺跡出土遺物

企画展(1)の風景 企画展 (2)の風景
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3)刊行物の紹介

書 名 『会所宮遺跡』一日田市埋蔵文化財調査報告書第11集一

体裁 A4版

総ページ数 本文40ページ、写真図版14ページ

内 容市道建設に伴って発掘調査が行われた会所宮遺跡3次

にわたる報告。弥生時代の竪穴住居・土坑・溝、古墳

時代の土坑・溝、古代から中世の溝.fllll列、中世の土坑・

水田跡・包含屑などの図面や出土遺物の実測図などを

掲載している。また、 付編として遺跡に近接する鳥羽

塚古墳も収録。

書 名 『牧原遺跡』一|二|同市埋蔵文化財調査報告告知12集

体裁 A4版

総ページ数 本文40ページ、与真図版6ページ

内 容 広域農道建設に伴って発掘調査が行われ牧似迫跡の調

査報告。純文時代の土偶や、古墳時代前期の方形附溝墓、

石棺墓、木棺墓、土坑墓、土坑、近世の道状遺構(小

国街道の一部)などの発掘資料などの図面や出土Jj主物

の実測図などを掲載している。また、隣接する牧原千

人塚の確認調査記録も収録。

書 名 『繋明の比多同一小迫辻原遺跡の世界一』

まちづくりフォーラム.96資料集

体裁 A4版

総ページ数 本文41ページ ('ザ真図版込み)

内 容 平成8年11)-19~101=iに行われたまちづくりフォ ー

ラム.96 W梨!リJの比多同一小迫辻jji(追跡、の世界一』

の講演等発表資料。
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会所宮遺跡
師岨---圃帽

1996 

鼠岡市・"...

遺跡



4)新指定文化財の紹介
今年度埋蔵文化財関係の指定文化財は、小迫辻原遺跡、が国史跡の指定を受けた。平成6年10月4EIの国

指定史跡申請以後、同年11月18日の答申を経ての正式告示である。

(指定の名称)小迫辻原遺跡

(史跡の所在地)日田市大字小迫字経塚1175-2、1176-1・3 ・4、1177のうち実測 834nl，大

字小迫字辻原1189 -1、1190、1191、1193-1 . 2、1194、1196、1197、

1 198 -1・6 ・7、1199-2・4、1204-4、1214-2・4、1215-2・4、

1216、1217、1218、1219、1220-1.2、1221-1・2、1222-1 . 3、

1223 -1・3、1224、1225、1226、1227、1228、1229、1230、1231、1232、

1233、1234、1235、1236、1237-1・2、1238喬一 1・2、1239、1240-1 

2、1241、1242-1・2、大字小迫字辻原免1362-1、1363-1・2、1364-1・

2、1371-1、上記地域に介在する道路敷を含む。

(指定面 積)81，926.36n1 

('内報 告示)平成8年10)=J311と|付文部省告示第186号(宵報第2009号登載)

(史跡の概要) 小迫辻原遺跡は日旧盆地北部の楳高約120m、比高差約40mの台地上にあり、昭和59

年~平成5年におこなわれた発掘調査の結果、 IEI石器~近世の各時代にわたる生活遺構

が確認されている。なかでも、弥生時代後期後半~古墳時代前期初めにかかる時期の3

つの環濠集落と 3つの方形環海建物は、環濠集落とその仁1:1から発展した祭杷色の濃い方

形環濠建物が出現、変化してし、く過程をあらわすと考えられ、わが国の国家形成則の社

会状削を解明するうえで重要である。

小迫辻原遺跡の3基並ぶ居館跡 (方形環濠建物)

qu 
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皿 平成8年度受領図書一覧
童
閏 名

栃木県教育委員会 I 1993 
栃木県

1 .成沢遺跡(栃木県埋蔵文化財調査報告第138集)

群馬県

2 古代東国の王者 三ツ寺居館とその時代
(群馬県立歴史博物館第31回企画展 第6回出土文化財巡回展示会)

渇玉県

3 子育ての原風黒一 カミの子からムラの子へ
千葉県

4.農耕開始期の石器組成 1 近畿(大阪-兵庫)中国 -凹国

5 農耕開始期の石器組成2 近畿(大阪・兵庫)中国 -四国
6 蝦夷の墓ー森ヶ沢遺跡調査概要(北部日本における文化交流の研究)
7 国立歴史民俗博物館研究報告第63集
8 国立歴史民俗博物館研究報告第66集
9. 匡|立歴史民俗情物館研究報告第67集

10.国立歴史民俗博物館研究報告第68集

1 1 国立歴史民俗博物館研究報告第69集
12 国立歴史民俗博物館研究年報2
13 国立歴史民俗博物館研究年報3
14. 漆文化 ( 純文・弥生時代 企画展示)

15.描かれた祭礼(企画展示)

東京都

16. 1996新発見考古速報 発掘された日本列島

17 日本の発揃 アサヒグラフ編 0991~ 1995)新遺跡カタログ、vol.4

18 上野忍ヶ岡遺跡

19 明治大学考古学博物館 館報NO.10

20 ムゼイオン第40号

21. ムゼイオン第41号

22 旧岩1I崎家住宅所在遺跡(消防施設建設工事に伴う発掘調査報告書)

神奈川県

23 仏像(~I:I 世の世界に誘う院派仏r:~îの系諮と造像特別展)

24 弥生のいくさと環濠集落(大原・歳勝土遺跡の時代) (開会館記念特別展)

25.弥生墓制の系譜(平成8年度企画展)
静岡県

26 五ヶ山 B-1号墳

27 古新聞遺跡 I (遺構編・別冊)

28. 古新田追跡、II (造物編)

岐阜県

29 歴史の道 中山道整備事業報告書

京都府

30.京都府埋蔵文化財情報第59号

31 京都府地蔵文化財情報第60号

32 京都府埋蔵文化財情報第61号

33.京都府埋蔵文化財情報第62号

大阪府

34 井ノ|人l稲荷塚古11;i (第3次発協調査概報 長問京市文化財調査報告書第34冊別IiiliJ)
35 池上曽根遺跡(池上曽根遺跡史跡指定20周年記念シンポジウム資料集)

36. 100年の軌跡(池上曽根遺跡を掘る みえてきた弥生者1¥1'11)

兵庫県

37. 紀要J第 1ilijit (村}II行弘先生古稀記念4i'filtl'l)
38 のじぎく文化財だより第53号

39 淡河1:1:1村追跡(本文編)

40 淡河 ~I I 村迫跡(図版編)

奈良県

4J 奈良同立文化財研究所年報 (1995)

42 発摘調査概報(]995年度 半城宮跡発掘調査部)

43 開放文化財ニュース (No.81 古代地方自f!:iJ追跡関係文献目録)
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寄贈者 刊行年

腕群馬県埋蔵文化財調査事業団 11988 
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横浜市歴史問物館 I 1995 
11 1 1995 
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中津川市教育委員会 1 1996 

京都府埋蔵文化財調査 11996 

研究センター

11 1996 

1996 

1996 

11 

11 

大阪大学文学部考古学研究室11996

池上曽根遺跡史跡指定201 1996 

周年記念事業実行委員会

11 1996 

のじぎく文化財保護研究H11司11996

11 1 1996 

阪神文化財協会 I 1992 
11 1 1992 
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書 名

44.埋蔵文化財ニュース (No.82 1990年度刊行埋蔵文化財発掘調査に関する情報調査)

45.埋蔵文化財ニュース (No.83 報告書の体裁)
46 埋蔵文化財ニュース (No.84 1992 ~ 1995年度埋蔵文化財関係統計資料)
広島県

47 辰の口古墳発掘調査概報
48. 1996古代の塩作りシンポジウム(蒲刈をめぐる瀬戸内海の古代土熱製塩を考える)
山口県

49.下関市立考古博物館 (常設展示図録)
50.綾雑木郷遺跡の歴史展
51 下関市立考古博物館年報 1(平成7年度)
52 山口大学構内遺跡調査研究年報Xill
53 山口大学内特定研究経費成果報告書
(山口大学考古学・地理学オンラインミュージアム創設に関する研究)

愛媛県

54 萩の岡貝塚
55 江口貝塚皿(愛媛大学法文学部考古学報第4冊)
56 妙見山古噴群 l 号境整備概報 (1995~1996) 
徳島県

57 徳島市埋蔵文化財発掘調査概要6
58. 阿波国府とその周辺Jと最近の発掘調査(企画展示)
福岡県

59 朝倉郡杷木町所在杷木宮原遺跡・J:ll}京追跡の調査
60 福岡市埋蔵文化財センタ一年報第15号平成7 (995)年度
61 比怠遺跡13(福岡市埋蔵文化財調査報告書第368集)
62.鴻腕館跡4 (福岡市埋蔵文化財報告書第372集)
63 ヂ1:尻B遺跡4・南八幡遺跡、4 (福岡市埋蔵文化財報告書第441集)
64.比恵、遺跡群19(福岡市埋蔵文化財報告書第442集)
65 博多49(福岡市埋蔵文化財報告書第443集)
66 原遺跡8 (福岡市埋蔵文化財報告書第444集)
67.持田ヶ浦古墳群2 (福岡市埋蔵文化財報告書第445集)
68 蒲田音1¥木原3次(福岡市埋蔵文化財調査報告書第446集)
69. tW多50(福岡市埋蔵文化財調査報告書第447集)
70 博多51 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第448集)
71.博多52(福岡市埋蔵文化財調査報告書第449集)
72.博多53(福岡市埋蔵文化財調査報告書第450集)
73 比恵遺跡群20(福岡市埋蔵文化財調査報告書第451集)
74.比恵遺跡群21 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第452集)
75 比恵遺跡群22(福岡市埋蔵文化財調査報告書第453集)
76.那珂遺跡15(福岡市埋蔵文化財調査報告書第454集)
77 那珂追跡16(福岡市埋蔵文化財調査報告第455集)
78 下月隈天羽11森遺跡II (福岡市埋蔵文化財調査報告書第456集)
79 下月限天羽11森遺跡ill(福岡市埋蔵文化財調査報告書第457集)
80.井相田C遺跡、第 5 次・高~III遺跡第 14 ì欠(福岡市埋蔵文化財調査報告書第458集)

81. 1'foill向遺跡4 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第459集)
82 東那珂遺跡、2 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第460集)
83 福岡城赤坂門跡 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第463集)
84.吉嫁2 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第464集)
85 立花寺4 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第466集)
86 福岡外環状道路関係理蔵文化財調査報告 1(福岡市埋蔵文化財調査報告書第467集)
87 次郎丸遺跡 I (福岡ifi埋蔵文化財調査報告書第468集)
88 カルメル修道院内遺跡ill(福岡市埋蔵文化財調査報告書第469集)
89 有田 ・小田音11第23集(福岡市埋蔵文化財調査報告書第470集)
90 有凹・小田部 第24集(福岡市埋蔵文化財調査報告書第471集)
91.有田・小田部 第25集(福岡市埋蔵文化財調査報告書第472集)
92 有田-小田部 第26集(福岡市埋蔵文化財訓査報告書第473集)
93 児塚古境 (摘岡市埋蔵文化財調査報告書第474集)
94. lJiiiノ内遺跡1(福岡市埋蔵文化財調査報告書第475集)
95.三苫永浦遺跡(福岡市場:一蔵文化財調査報告書第476集)
96 三苫追跡椛2 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第477集)

R
U
 

A
斗

笥P 日首 者 flJ行年

奈良国立文化財研究所 1996 
埋蔵文化財センター

" 1996 

" 1997 

広島大学文学部考古学研究室 1995 

" 1995 

下関市立考古博物館 1995 

" 1995 

" 1996 
山口大学 1995 

" 1996 

愛媛大学法文学部考古学研究室 1996 

" 1996 
大西町教育委員会 1996 

徳島市教育委員会 1996 

" 1996 

福岡県教育委員会 1991 
福岡市埋蔵文化財センター 1997 
福岡市教育委員会 1994 

" 1994 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 
If 1996 

" 1996 
11 1996 
If 1996 
11 1996 
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Eヨ 名 寄贈者 刊行年

97 姪浜遺跡2 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第478集福岡市教育委員会 1 1996 
98.今宿五郎江遺跡m.徳永A遺跡m.丸隈山遺跡群 I(福岡市埋蔵文化財調査報告書第479集)1 1/ 1 1996 
99.桑原遺跡群2 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第480集 1/ 1 1996 
100.大原D遺跡群 1(福岡市埋蔵文化財調査報告書第481集 1/ 1 1996 
101 四箇周辺遺跡調査報告書(7) (福岡市埋蔵文化財調査報告書第482集1/ 1 1996 
102 西神町遺跡4 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第483集1/ 1 1996 
103 西神町遺跡5 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第484集 1/ 1 1996 
104 入音I¥VI (福岡市埋蔵文化財調査報告書第485集 1/ 1 1996 
105.鴻腕館湖、6 (編岡市埋蔵文化財調査報告書第i486集 1/ 1 1996 
106.鴻)腕館跡7 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第487集 1/ 1 1996 
107 福岡市埋蔵文化財年報vol9. (J 994年度1/ 1 1996 
108 吉武遺跡群Vlll (福岡市埋蔵文化財調査報告書第461集1/ 1 1996 
109 長11摩遺跡2 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第462集1/ 1 1996 
110 立花寺3 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第465集1/ 1 1996 
川 太宰府文化財名選 |太宰府市教育委員会 1 1996 
112. CD [太宰府J (シリアルナンバー1000887) 1/ 1 1996 
113.太宰府市の文化財 (第30集 1/ 11996 
114. 1/第31集1/ 1 1996 
115 安武地区遺跡群Vlll(久留米市文化財調査報告書第87集久留米市教育委員会 1 1994 
116 東部地区埋蔵文化財調査報告書 第13集(久留米市文化財調査報告書第88集1/ 1 1994 
117 久留米市佐11井旗11時一丁目所在遺跡の調査 (久留米市文化財調査報告書第91集1/ 11994 
118 大善寺北部地区遺跡群m (久留米市文化財調査報告書第92集1/ 11994 
119.野中三 卜六追跡 (久留米市文化財調査報告書第94集1/ 11994 
120 津福西小路遺跡(久留米市文化財調査報告書第95集1/ 11994 
121 久留米城外郭 佐々木家屋敷跡(久留米市文化財調査報告書第96集1/ 1 1995 
122 久留米市内遺跡群(平成6年度) (久留米市文化財調査報告書第97集 1/ 11995 
123.安武地区追跡群医(久留米市文化財調査報告書第99集1/ 11995 
124.史跡御塚 ・権現塚古境保存修硯事業報告書(久留米市文化財調査報告書第101集) 1 1/ 1 1995 
125 八ヶ坪遺跡第6・7地点(筑紫野市文化財調査報告書第22集筑紫野市教育委員会 11989 
126. 原田地区遺跡群(筑紫野市文化財調査報告書評~37集1/ 11993 
127. 従是北筑前回J銘国境石(筑紫野市文化財調査報告書第45集1/ 1 1990 
128 五郎山古墳(筑紫野市文化財報告書第46集1/ 1 1996 
129 東遺跡・岡田地区遺跡群 1(筑紫野市文化財調査報告書第51集 1/ 11996 
130 ーノ口 I地点 (小郡市文化財調査報告書第86集 本 文小部TI1埋蔵文化財センター 11994
131 ーノ口 I地点(小都市文化財調査報告書第86集 迫 梢1/ 11994 
132.一ノ口 I地点 (小郡市文化財調査報告書おI'i86集 土間 1/ 11994 
133 一ノ口 I地点(小郡市文化財調査報告占第86集 行部・ 表 1/ 11994 
134 ーノ口 I地点(小都市文化財調査報告書第86集 図版 1/ 1 j 994 
135 三岡地区遺跡群4 (小郡市文化財制査報告書第97集1/ 11994 
136 三園地区遺跡群5 (小郡市文化1!;J調査報特吉第98集1/ 1 j 994 
137 大保凹小路遺跡、(小郡市文化財調育報告書第99集1/ 1 1994 
138 福j1ii山の上遺跡2・小部正尻遺跡2 (小部fI:i文化財訪Ii雪報告苫第100集1/ 1 1994 
139. ;:IJJ)(地区遺跡、群 I (小lMirli文化財調fi報告山第 j0 1集1/ 1 j 994 
140 小郡正FL泣跡3 (小lMiTll文化財調査報f172i第107!1三1/ 1 j 994 
141 三困地区遺跡群6 (小郡市文化財制 i笠報告占1;Fij 09集1/ 1 1994 
142 三園地|又迫跡JJ!i:7 (小山市文化財調 合!報告JitFi1 1 1集1/ 1 1994 
143 隔地11ft1部屋川(示像fli文化財諦;J1f.報告占第41集 1~;-d象 !Í i教育委Ll会 1 1994 
144 宗像の歴史散歩 宗像市文化財ガイドブック 1/ 1 1997 
145.平塚川添追跡発侃訓育概報 1 11ー木市教育委員会 1 1993 
146.紅白遺跡併m(津屋IIit.jIllT文化財調査報flt古第 j1集 1ß1~屋 111 {，j1111教育委此会 11996 
147 筑前金屋追跡調査報告苫(戸犀IIIT文化財制空t報告古第ア集戸出JIl1教育委員会 1 1996 
148. 11-1芦屋小学校

46 



喜 名

157 鯉口遺跡(水巻町文化財調査報告書第4集)
158 穂坂天神原遺跡 (杷木町文化財調査報告書第2集)
159 二十谷遺跡第2地点・小覚原第2地点(杷木町文化財調査報告書第3集)
160 縄文と弥生の和11と祈り
161 北九州の金工品鋳る、鍛える、 匠の技 (平成5年度特別展)
162 九州歴史資料館年報 平成5年度
163 九州歴史資料館年報 平成6年度
164 九州文化史研究紀要 第40号

佐賀県

165.吉野ヶ里遺跡発掘調査概報E
166 佐11手水遺跡、II-2区の調査 (佐賀市文化財調査報告書第64集)
167 琵琶原追跡4区・ 草場遺跡、l区 (佐賀市文化財調査報告書第65集)
168 藤附遺跡1区 -大塚遺跡 l区・ 大日遺跡2区 (佐賀市文化財調査報告書第66集)
169.上揚遺跡3区 (佐賀市文化財調査報告書第67集)
170.佐賀市埋蔵文化財確認調査報告書(佐賀市文化財調査報告書第68集)
171 来迎寺遺跡・ 若宮原遺跡(佐賀市文化財調査報告書第69集)
172 四千布遺跡-友貞遺跡(佐賀市文化財調査報告書第70集)
173 修理田遺跡 1-1区の調査一(佐賀市文化財調査報告書第71集)
174.忠兵衛屋敷遺跡(佐賀市文化財調査報告書第72集)
175 下和泉一本椛遺跡 I - l~3 区の調査一(佐賀市文化財調査報告書第73集)

176 下村遺跡一 1. 2区の調査 (佐賀市文化財調査報告書第74集)
げ7 東千布遺跡、II 2区の調査 (佐賀市文化財調査報告書第75集)
178.佐賀城跡(佐賀市文化財調査報告書第76集)
179 東名遺跡(佐賀市文化財調査報告書第77集)
180 茂手遺跡
181 納手遺跡-板橋治跡・みやこ遺跡
182 郷ノ木遺跡、B地点(武脇市文化財調査報告書第14集)
183.潮見遺跡・ 111下遺跡・ 北上野地区確認調査・中小路遺跡
184 庄ノ前遺跡(武雄市文化財調査報告書第13集)
185 からつの自然と遺宝
186 名護屋城跡と陣跡「文緑・慶長の役J つわものどもが夢の跡、-
187 特別史跡名護屋城跡並びに陣跡、
188 佐賀平野の阿蘇4 火M;流と組没林 (上11昨日IT文化財調査報告書第11集)
189.詫旧西分遺跡E区の調査
熊本県

190 つつじヶ丘横穴群発掘調査概報E
191 内牧城跡(阿蘇町文化財調査報告書第一4集)
192 大分県の装飾古墳(全国の装飾古蹟2)平成8年度後期企画展
193.熊本大学埋蔵文化財調査室年報2 1995年
長崎県

194 壱11皮-原の辻遺跡貌志倭人伝の世界 一支国の中心集洛-
195 万才s11遺跡
196.新地唐人荷蔵跡
大分県

197 机張原遺跡-女狐近世墓地・庄ノj京遺跡群
198.利光遺跡"1995 
199 利光遺跡・上戸次北遺跡・上戸次遺跡
200 府内城三ノ丸北口跡、
201 横手遺跡群発掘調査報告書(大分県文化財調査報告書第93集)
202.大分県文化財年報4 一平成6 (] 994)年度版
203 日田~玖珠問九州棋断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査tIl!t報第4集
204 大分県内遺跡発掘調査概報 4 
205 徳瀬遺跡(大分県文化財調査報告書第94集)
206 岩111奇秘穴墓
207.下郡桑苗遺跡(大分県文化財調査報告書第80i/iic)
208 国指定史跡大分元IsT石仏保存修理事業報告書
209 古宮古墳保存修理事業報告書
210. iJll代地区条恩跡福島追跡束入垣地区(11-'津市文化財調査報告書第17集)
211. 宇佐地区遺跡群発掘訪l査概幸I~ vn
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書 名

212 虚空蔵寺遺跡 ・切寄遺跡 ・下林遺跡W区

213 正布ヶ迫遺跡 -柳沢遺跡・松ヶ原遺跡・下林遺跡 I区・下林遺跡E区

214 東屋敷遺跡・大国遺跡・西ノ股遺跡 -石原貝燦2次調査

215 虚空蔵寺跡10次調査・小部遺跡12次調査 別府遺跡10次調査 台ノ原遺跡6次調査・瓦塚遺跡3次調査

216 史跡安田寺集落遺跡史跡整備基本設計

217 横手遺跡群 ・陽弓遺跡(大分県国東町文化財調査報告書第12集)

218.千疋遺跡(大分県国東町文化財調査報告書第13集)

219 院内町の石橋
220 下津尾遺跡文化財調査概報

221 山野城跡 保安林省理道開設に伴う発掘調査報告書(久住町文化財調査報告書)

222 久住町の文化財

223 町墳墓群(朝地地区遺跡群発掘調査報告書皿)

224 玖珠町の文化財 角牟礼城跡
225. 香々地の遺跡、II (香々 地町文化財調査報告書第2集)

226 小田山城と関連遺跡 第2次報告書

227 小田山城と関連遺跡、 第3次報告書

228 米水津の文化財

229 豊後園田原別符の調査 1 (大田村文化財調査報告書第 l集)
230.六郷山寺院遺構liiif認調査報告書II (大分県宇佐風土記のE歴史民俗資料館報告書第13集)

231 六郷山寺院遺構確認調査報告書ill(大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館報告書第15集)

232 六郷山寺院遺構確認調査報告書IV(大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館報告書第17集)

233.国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査概報 豊後国香々地荘3

234.大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館年報1995年

235 大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館ニュースNO.39

236 大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館ニュースNO.40

237 大分県宇佐風土記のE歴史民俗資料館ニュースNO.41
238.宇佐歴史民俗資料館年報 平成3年度

239 宇佐歴史民俗資料館年報 平成4年度

240 国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査概報 豊後国香々地荘 1

241 大分市歴史資料館ニュース第34号

242 大分市歴史資料館ニュース第i35号

243. きっき城下町資料館年報第 l号
244 杵築の文化財 先人が遺した郷土文化財の粋

245.おおいたの石橋第7号

246. )jlj府大学紀要第37号

247. )jlJ府大学アジア歴史文化研究所報 第13号
宮崎県

248.平成7年度農業基盤整備事業に伴う発掘調査概要報告書

249 門川南IIIT遺跡
250 国街-郡術-古寺跡等範囲確認報告書V

251 祇匿|原地区遺跡

252.高岡鐙遺跡

253 山ノ田第 l遺跡
254 雁寺第2遺跡 ・山城第 l遺跡、(高城町文化財調査報告書第5集)

沖縄県

255. N E W S L E T T E R 

256. N E W S L E T T E R 

257. N E W S L E T T E R 

258. NEWSLETTER 

九十卜|・沖制水中考古学会報yol

九州 ・ir!1縄水1:1"考古学会報yol
九州 -沖縄水中考古学会報yol.

九州 ・iJ:l'純水中考古学会報yol

2No.4 

3No.1 

3No.2 

3No.3 
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" 1995 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1992 

" 1993 

" 1994 

大分市歴史資料館 1996 

" 1996 

きっき城下1If]資料館 1994 

" 1994 

大分の石橋を研究する会 1995 
別府大学会 1996 
別府大学アジア康史文化研究所 1996 

宮崎県教育委員会 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 

" 1996 
高城町教育委員会 1996 

九州 ir!'縦水1:1:1考古学協会 1994 

" 1994 

" 1995 

" 1996 
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